
マクベス 
 

 
11/29（土）：ヨガの後、クラパムの自宅の道路を渡った所にあるオムニバ

スに行きました。オムニバスは、元々は古い図書館だったのをアートセンタ

ー改造された複合施設で、ここ 1 年の間にオープンされました。マクベスの

チケットを買いました。今日の公演が千秋楽で、プロムナードシアターです。 
 
 まだ劇を読んだ事ないのにシェークスピアを観に行くのはベストなのか、

それとも先に読んでおくか迷いました。マクベスを学校では読んだのですが、

劇を今になって初めて観るのです。劇全体をつかめないかもしれませんが、

知っているし、「理解できる」でしょう。なぜならばマクベスは、感情的に

皆さんを飲み込み、その感情を通して美しさを与えてくれるからです。そし

て、劇を観終わった今は、メモを見ながらもっと詳しく検証するためにマク

ベスを読んでいるところです。そうすれば次回観るときは、もっと色んな情

報を得られるでしょう。例えば、「グレイマルキン」とはおそらく猫の名前

で、「マルキン」はメアリーと言う名の略名、そして「ペドック」はカエル

の地方での呼び名だと分かるでしょう。しかし劇を観た時、既にそれらの名

前が魔女の使いの精の名前だと推測していました。 
 
 私とアンドレアスは WC で、クラパム・コモン駅にあった 100 年前の水洗

便所を見物に来ていた人達に遭遇しました。今ではそこはワインバーへと変

わってしまいました。バンド付きのヘッドライトをそれぞれ渡され、魔女に

出くわすことになる暗いコモン（公園）へと向かいます。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 



第一幕 
 

 
雷と稲妻。三人の魔女の入場 

 
   魔女 1. わしら 3 人、どこで会いましょうか。 
       雷、稲妻、それとも雨の中。 
   魔女 2.  あの騒ぎがおさまったら、 
       あの戦いの決着がついてから。 
   魔女 3. それなら日没前になるだろうね。 
   魔女 1. 場所はどこ。 
   魔女 2. ヒースで。 
   魔女 3. そこでマクベスに会おう。 
   魔女 1. 猫のグレイマルキンよ、行くからね。 
   魔女 2. ヒキガエルのパドックが呼んでいる。 
   魔女 3. 今すぐ行くよ！ 
   全員.    美しいものは醜く、醜いものは美しい。   
       霧と濁った空気の中を飛んで行こう。 
 
 
 
それから速やかに次の幕へと変わります。—ダンカン王の陣営です。 
 
 



 
 

第二幕 
 

舞台奥から舞台招集の合図の音。ダンカン、マルコム、ドナルベイン、レノックス、

従者達を連れて入場。血だらけの男を見る。 
 
ダンカン. あの血だらけの男はどうしたのだ。その深傷からすると、謀反の  
      最新情報が得られそうだな。 
 
 
ドラマと簡潔な詩を得ます。彼は戦いのヒーロである、マクベスの功業につ

いて話します。 
 
次は空っぽの浅いプールへと移ります。そこではたき火をしている魔女達に

また会います。魔女達は全員マフラーを巻き、自分たちの策略を歌い、マク

ベスとバンクォウを待ち構えます。魔女の一人がビニールシート を風よけと

してジャケットの下から垂らし、スクーターに乗り、池の周りを走ります。 
 

 
 
      魔女 1.  万歳、マクベス！グラミスの領主よ！ 
        魔女 2.  万歳、マクベス！コーダの領主よ！ 
        魔女 3.  万歳、マクベス！お前は王になる。 
 
 
 
ここで劇を通して見られる曖昧(equivocation)な表現が一つあります。equi-
vocal、すなわち 2 つの等しい声。なぜならば良いと思えるものは、よく悪い

ものでもあるからです。マクベスは既にグラミスの領主です。魔女達が消え

た時に、ダンカンはコーダの領主となり、今や王になろうとしていると使者

が告げに来ました。マクベスは既にダンカンを殺す事を考えています。 
 
 
 
 
 



 
 
     あの超自然的なものの誘いは、 
     悪いはずがない、良いはずもない。 
     もしも悪いのなら、なぜ本当の事を先に出して 
     成功の手付けを与えたのか。私はコーダの領主になったのだ。 
     もし良いのなら、私はなぜこの誘惑に圧倒されているのか 
     恐ろしい心の光景に髪は逆立ち、 
     しっかり据わった心臓の鼓動が、自然の働きに逆らって、 
     あばら骨を売っている。今の恐怖は 
     想像の恐ろしさに及ばない。 
     ダンカンを殺すのはまだ想像にすぎないのに、 
     私の胸の思いは、あれこれの惑いの中で 
     息が詰まりそうな私自身を揺さぶっている、 
     在るのは、無いものばかりだ。 
 
 
 
スピーチ最後の、この部分の何と心理的に深いことでしょう。今のところま

で、マクベスの「single state of man (自分自身)」は完全で、全体的に彼のア

イデンティティははっきしりしています。自身であるがために、マクベスは

自身を分かっているのです。もし彼が殺人者となるならば、彼のアイデンテ

ィティは崩壊するでしょう。それだけでなく、彼は現実の掴み方も失い、も

し彼の支えとなるものが進んでしまえば、彼の世界は粉砕するのです。 
 
それから道路の向こうにある図書館（今はオムニバス）へと移ります。避難

階段の後ろの方に回ります。そのてっぺんでは、そこがまるでマクベス夫人

の城の城壁であるかのように、夫人はもたれかかり、マクベスの手紙を読ん

でいます。彼女は寝間着に、ボクサーショーツ、ベスト、白い布をまとい、

タバコを巻いています。 
 
コスチュームデザインは普通の近代的なものです。しかし本当によく考慮さ

れていました。例えば、マクベスが武装する時は、みなさんがよくリュック

サックの上から付けているような、ボンデージタイプのハーネスを服の上か



ら付けたり、マクベスが王になった時は、代わりに古い皮のタスキをかけた

りしていました。 
 
アンドレアや他の人達とコモン（公園）を渡って、本当にロマンチックなウ

ォーキングでした。しかし今、私たちは建物の中にいます。プロムナードシ

アターが、ステージ上でされる劇よりいくぶん面白いものかどうか分かりま

せん。しかしこのマクベスはとてもよく出来ており、私はフルに集中してい

ました。 
 
この劇を作ったのはまさに 演技、そしてもちろん天才シェークスピアです。

これは私にとって本当に、人生を高める劇場経験の一つとなりました。その

気持ちを忘れないでおきます。キャストも本当によくできていました。素晴

らしい！ 
 
マクベスは痩せていて、美しい。そして夫人は小さくて力強いの。二人は一

組となっていましたが、私には彼らが 10 代の子供の頃、性的に惹かれ合い、

野心があったと想像できます。（マクベスは手紙の中で、彼女のことを「my 
dearest partner in greatness（私の最愛の伴侶）」と呼んでいます。） 
 
ここで劇の話を止めて、過去を探求した時に、私の心に響いたことを一つ述

べておきたいと思います。人生の短さについて。昔、人は若くして亡くなり、

幼児死亡率も高かったのです。それで幼少時代というものは重要ではなく、

成長すると、女の子は若くして結婚しました。シェークスピア自身は 50 代

で引退しました。多分（当時の）田舎の紳士としての生活を満たすために。

その後すぐに亡くなりましたが。 
 
私がマクベスを「理解した」時に、この事実が頭に浮かんできました。マク

ベスを理解していなかった以前は、どうやったら彼はそんなに酷い殺人者に

なれるのだろうと思っていました。しかし今、気付きました。この二人の行

為は、偉大になるという野心のため、すぐに、そして冷酷に行なわれなけれ

ばならなかったのです。そしてそれこそが性的魅力であり、二人の行動が合

致するところだったのです。 
 
無駄の無い演技はドラマチックで、詩の独創性により高速に展開されます。

シェークスピアは登場人物を崇高にします。彼は自身の詩を登場人物の口を

通して語り、こうすることによって、私たちは登場人物の行動の心理的な基

盤を信じることになるのです。 
 
シェークスピアの時代の信念を、マクベス夫人の欲望を精霊の形にして外面

化することによって表しているのです。何て劇的に力強いのでしょう。彼女

は野心を実際のものとするため、精霊を引き込みます。 
 
 
 
 
 



 
 
     来れ、 
     殺意の精霊たちよ、私の女らしさを抹殺し、 
     頭のてっぺんからつま先まで、全身、残忍な殺意で満たすのだ！ 
     私の血の気を濃くせよ、 
     哀れみの情へ通う道を遮断せよ、 
     そうすれば、良心の呵責という人情が 
     私の残忍な目的を同様させることもなく、 
     目的が結果に一致する！ 
     暗殺の天使たちよ、私の女の胸元に来て、 
     甘いミルクを苦い胆汁に変えよ、お前達はどこにいて、 
     姿形を見せず、人間の破滅を待っている！深い夜よ、来れ、 
     地獄の真っ暗な噴煙をまとえ、 
     私の光る刃にその傷口が見えないように、 
     天が暗闇の毛布を覗き込み、 
     「やめろ、やめろ！」と叫ばないように。 
 
 
 
彼女が集める、そしてマクベスを殺人へと引き寄せるその強さは、彼女の破

滅の原因です。精霊達は曖昧で、マクベスを乱し、彼女を発狂させます。 
 
ここで劇を通して見られる equivocation（曖昧な、人を欺く。マクベスが上

演される際の視覚的、聴覚的に必要な表現）が一つあります。equi-vocal、す

なわち 2 つの等しい声。なぜならば真実や本物ととらえられたものは隠され

た欺瞞であり、それが逆発することが含まれているからです。そこにはたく

さんのサスペンスと衝撃があります。equivocation と裏に潜んだテーマとが

繋がり、それはより深いテーマとなるのです。そしてそれが、私たち人間が

完全になれるという信念なのです。すなわち、上向きの超絶性。私たちを人

間とするものは、私たちの人間性なのです。殺人は真の自然に対して、下向

きの超絶性、人間性がなく、自然なものではないのです。 
 



マクベスは王になりたい、しかしダンカンを殺す事には躊躇っています。マ

クベス夫人は、彼の男らしさに訴えかけ、彼の英雄的な外的人格がその行為

をおかすことになります。彼はやってしまったことにぞっとして寝室から出

てきます。 
 
 

 
 
     海の神ネプチューンの全部の海を集めたら、この血を、 
     俺の手からきれいに洗い流せるだろうか。いや、この手が 
     世界の中の青い海を、真っ赤に染めるだろう。 
 
 
マクベスは自身が犯した殺人の過程を述べますが、自身を人（自分自身）と

して統合させることができません。殺人者は壊れた人間である、彼は決して

自分自身を完全なものにすることができないのです。 
 

 
 
     俺の運としては、 
     全ての大義名分はなくなった。俺は血溜まりに 
     足を深く踏み込んで、立ち往生している、 
     行くも帰るもどうにもならない。 
 
 
夜中に、マクベスは自分の未来について聞きに魔女達の所へ行きます。この

幕で、シェークスピアと魔女達は、完全なサスペンスの、時間を超えた瞬間

を目の前に呼び出します。見ている側は、時間の外に漂っている状態になる

のです。時は止まり、終わりもありません。魔法を使って、魔女達は 3 つの

象徴的な亡霊を呼び出します。この地球ではなく、黄金で血色の、

equivocation（曖昧な）を話す亡霊。その亡霊が何と言っているか聞こえます

が、意味していることは分かりません。そのドラマにぞくぞくし、最後まで

行くと、それらが誰なのか分かるでしょう。 
 
マクベスは、「バーナムの森がダンシネンに来る」まで制服されることはな

いだろうと告げられます。彼の城と彼自身は「女から産まれた男」に殺され

ることはないのです。しかしそれはあながち嘘でもないのです。equivocal
（曖昧）なのです。なぜなら森は 本当に 動くし、彼は産まれてはいない男に

よって殺されるからです。 



 
 
     俺の自信がぐらついている、 
     あの亡霊は、真実のように見せかけて 
     嘘をついたのではないか、「恐れるな、バーナムの森が 
     ダンシネンに来るまでは」と言ったぞ、そして今、森は 
     ダンシネンに向かっている。—出陣だ、武器を取れ、突撃だ！ 
 
 
マクベスを捕えにやって来る軍隊を待っている間、マクベスは自身の輝かし

い人生を振り返り、アドレナリンに溢れ、乱暴に出ます。 
 
 

 
 
     明日、明日、明日と言う日は、 
     日一日確かな足取りで、 
     人間の歴史の最後の一節まで忍び寄ってゆく。 
     昨日という全ての日々は、愚か者達に、終わりには塵となる 
     死への道を照らして来た。消えろ、消えろ、束の間のろうそく！ 
     人生は歩く影に過ぎない、下手な役者だ、 
     出番の時は舞台の上で派手な身振りも大きなため息もつくが、 
     終わるとふっと居なくなる。人生は 
     白痴の語る物語だ、響きも感情も騒々しいだけで、 
     そこには何の意味もない。 
 
 
なぜこの人間の行動は、時間が早く経過することを望むのでしょうか。確実にシェ

ークスピアはセネカ（シェークスピアの時代にはよく読まれました）を反響させて

います。セネカは人生の短さについてという短い論文を書きました。彼は、私たち

は哲学を通してアリストテレスに精通するようになり、過去と繋がることを勧めま

した。すなわち、人が人生の使い方を知っていれば人生は長い。私はさらにこう付

け加えます、アートを通して文化に結びつくこと。素晴らしい本に自分自身を同化

させることは、もう一つの人生を生きること、自分自身にそれを付け加えて、経験



が 2 倍になるのだという話はしたことがあるかしら。最近の物を、単に消費して追

いかけているだけでは、人生は短いものです。それだと自分に支えとなるものがな

いのですから。 
 
 

 
セネカ： 
 しかし過去を忘れ、現在を無視し、未来を恐れる人達にとって、人生は短くて不

安だらけだ。彼らの人生がその終わりに来た時、貧しく惨めな者達は、何をするこ

ともなく時が過ぎてしまい、遅過ぎたと気付くのである。そして彼らが時々死を呼

び起こすという事実は、彼らの人生が長いと思える証拠ではないのだ。彼らの愚か

さが、落ち着かない感情で彼らのまさに恐れるものに飛びかかり、彼ら自身を苦し

めるのだ。彼らは死を恐れるが故に、しばし死を待ち望むのだ。日々が彼らにとっ

て長く思えるように、または夕食が整えられるまで時間がゆっくりとしか経過しな

いと文句を言うほど、彼らが長く生きているという証拠もない。彼らは夢中になっ

ているものがなくなるやいなや、何もしないことに、楽しみへの始末の付け方、時

間の経過のさせ方も知らず、落ち着かなくなるのだ。そしてそれで彼らは何か他の

事をしなければと不安になる。そしてその介在する全ての時間が退屈なのだ。本当

に、見せしめの戦闘が告知された時、または他の展覧会や娯楽の約束を楽しみにす

る時だけなのだ。彼らはその間にある日々を飛び越したがる。待望のイベントが延

期するなど、彼らにとってつまらないことなのだ。 
 
 
ハムレットの有名な台詞、「生きるべきか死ぬべきか」は、まさに哲学の基

本です。行動・演技＝死／思考-熟考＝人生 



 
マクベス役のグレゴリー・フィニーガンとマクベス夫人役のジェニファー・ジャクソン 

 
 

 


